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Challenge　Spirit と は・・・　
直訳で「挑戦する精神」。一度志を抱いたならば、一度の挫折を苦とせず糧とし、常に挑戦する気持ちで前向きに頑張っていく「田村たくみ」の精神を表したもの。

平成28年2月定例県議会特集！
 平成２８年度予算を可決！議員提出条例２本制定！

謹啓　早春の候、皆様方に於かれましては、健やかにお過ごしのことと、

お喜び申し上げます。平素は、私の活動にご理解とご協力を賜り、厚く御

礼申し上げます。

　さて、統一地方選挙から早いもので一年の月日が過ぎました。この間、

県民の負託に応えるべく県政推進・地域発展のため鋭意様々な取り組みを

重ねて参りました。

　２月１９日から開会しておりました埼玉県議会２月定例会が３月２５日

に閉会致しました。知事より開会日に提案されました第１号議案「平成２

８年度　埼玉県一般会計予算」ほか５０議案、及び、２月２５日に追加提

案されました第５２号議案「平成２７年度　埼玉県一般会計補正予算（第

６号）」ほか２６議案について原案の通り可決致しました。これら議案に

対しては、各委員会にて付帯決議を２件付けさせて頂きました。また、平

成２８度一般会計予算における審議では、知事が２０２５年問題解決に向

けた予算編成と謳っておりましたが、施策達成のためのロードマップ不足

等、場当たり的予算となっていることを指摘させて頂きましたが、県民生

活への影響等に鑑み、予算の適切な執行を条件に原案に賛成致しました。

この他、埼玉県監査委員の任命など人事議案について５件提案され、いづ

れも同意致したところであります。

　また、手話言語に関する要望やノーマライゼーション施策の推進のため、

自民党県議団内にそれぞれのプロジェクト・チームを編成して、約一年に

渡り調査・研究を進めて参りました。プロジェクト・チームにおける調査・

研究の結果、手話が言語であるとの認識に基づき、共生することのできる

社会の実現を目指す「埼玉県手話言語条例」及び、障害を理由とする差別

の解消等を推進する「埼玉県障害のある人もない人も全ての人が安心して

暮らしていける共生社会づくり条例 」を策定し、今定例会に提案致しまし

埼玉県議会議員　田村たくみ

たところ、全会一致で可決・成立致しました。県民要望にこたえる条例の制定が行えたものと自負しております。

　更に、１２月定例県議会から継続審査となっていました「埼玉県まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定について」は、

内容を自民党内で精査し修正したものを提案し、賛成多数で可決・成立しました。この他に、「埼玉県議会議員の議員報酬及

び費用弁償等に関する条例の埼玉県議会事務局条例の一部を改正する条例」を可決。また、「北朝鮮による拉致問題を全面解

決するため、実効性ある制裁を求める意見書」ほか意見書４件を可決致しました。

　本議会では議会構成の変更も行われました。議長には、南区選出の宮崎栄治郎議員が就任。副議長には蓮田市選出の石井平

夫議員が就任致しました。私は、議会運営委員長を退任し、そのまま、議会運営委員会委員として残ることになりました。ま

た、企画財政委員会 委員、公社事業対策特別委員会 委員長に就任しました。自民党県議団では、政務調査会長に就任させて

頂きます。 いろいろ大変な議会でありましたが、議会運営委員長として最後の議会を皆様のご協力で終えることができました。

　今後も、県政推進・地域発展のために、様々な施策に挑戦して参ります。皆様の更なるご指導・ご鞭撻のほど、宜しくお

願い申し上げます。春爛漫。暖かい日々が多くなりましたが、お体ご自愛の上お過ごし下さい。

平成28年2月定例県議会特集！
 平成２８年度予算を可決！議員提出条例２本制定！
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　自治医大さいたま医療センターが救急救命センターの指定を
受けました。本年４月１日より３次救急医療機関として脳卒中、
心筋梗塞、東部損傷など生命にかかわる重篤な患者に対して高
度な救命医療を提供します。
　原則として、重症及び複数の診療科領域にわたるすべての重
篤な救急患者を２４時間体制で受け入れます。このため、２４
時間診療体制を確保するために、必要な職員が配置され、救急
救命センターの責任者が直接管理する相当数の専用病床を有す
ることで高度な診療機能を発揮します。専用病床としては、Ｉ
ＣＵが６床、救急病床が２０床となります。
　県内では、これまでさいたま赤十字病院救命救急センターを
はじめ７か所が第３次救急医療機関として指定されています。
しかしながら、人口約１２５万のさいたま市（さいたま医療圏）
内には、指定が日赤１か所しかなく、救急救命センター設置状
況は全国的に見ても人口割合から少ないことから、地域医療整
備の課題となっていました。
　このような状況から、昨年の県議会議員選挙で田村県議は一
番の公約として「救急救命センター」の自治医大さいたま医療

自治医科大学さいたま医療センター
救急救命センター開設へ！

県政のこと、身近なこと、何でもお気軽にご相談ください！お問い合わせは、「田村たくみ」事務所まで…！

埼玉県議会議員　田 村 た く み　事務所

電話 ： 048-681-0005　　FAX:048-681-0006

〒337-0042　さいたま市見沼区南中野４５７－１５　　e-mail：info@takumi-tamura.jp　

ホームページ　　http://www.takumi-tamura.jp

田 村 た く み プロフィール
　埼玉県議会議員（３期）
　　・南６区（さいたま市見沼区）選出　　・埼玉県議会議会運営委員会  委員　
　　・企画財政委員会  委員　　・公社事業対策特別委員会  委員長
　昭和４６年１０月１５日生まれ（４４歳）
　　・さいたま市立海老沼小学校　卒業　・さいたま市立片柳中学校　卒業
　　・埼玉県立川口青陵高等学校　卒業　・放送大学教養学部　卒業
　　・明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科　修了（公共政策修士）
　主な経歴及び役職
　　・埼玉県議会自民党議員団  政務調査会長　 ・自民党青年局中央常任委員会  副議長
　　・自民党埼玉県支部連合会  青年局長　　　・自民党さいたま市見沼区支部 支部長  
　　・日本会議地方議員連盟  副幹事長　　　 　　・さいたま市大宮野球連盟 副会長
　　・リトルリーグ大宮東リーグ  会長　              ・社会福祉法人 希求会 理事　等

写真で見る活動報告！

  議会運営委員会で議事を進行する田村県議　　    自民党大会にて議長を務める田村県議                 埼玉県 聴覚障害者協会との意見交換会

救急救命センター指定の報道発表資料

センターへの設置を訴え施策の推進を図っておりました。今回、推進してきた施策が実現するこ
とで、地域の方々はもとより、県民の皆様の安心・安全・命に係わる重要な課題が前進できました。

自治医科大学さいたま医療センター
救急救命センター開設へ！
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